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令和４年１０月２８日付けで交付決定のありました宮崎市地域コミュニティ活

動交付金については、宮崎市地域コミュニティ活動交付金に関する規則第１８条第

１項の規定により、関係書類を添えて実績報告書を提出します。

添付書類

（イ）事業実施報告・収支決算書

（ロ）事業別収支計算書

（ハ）積立金管理状況報告書

（二）宮崎市地域コミュニティ活動交付金繰越届出書

（ホ）その他

・地域協議会の意見書



 

（１）収入の部

（２）支出の部

 

令和４年度　事業実施報告・収支決算書

　　　　高岡地域自治区　　　　　　　

　　　高岡地域まちづくり推進委員会

１　総括

　今年度、『「大好きなまち高岡」を目指して』をテーマに様々な事業を計画した。
　但し、年度初めより、新型コロナ感染症拡大防止対策で、中止せざるを得ない事業も発生
する状況となった。また、事務局がTAKAOKAつなぐへ移転し、2年目を迎えたが、徐々に認知
度も深まり、学生から高齢者まで幅広い来客が見込めた。
　今後も広報誌やホームページ等を活用し高岡地域の情報を発信していくとともに地域の活
性化及び、課題解決に積極的に取り組んでいきたい。

２　収支決算

（単位：円）

項　　目 予　算 決　算 差 備　考

地域コミュニティ活動交付金 2,828,000 2,828,000 0

繰越金 1,045,760 1,045,760 0

その他 240 32,440 32,200 預金利息・印刷代、寄付ほか

災害時等積立金 0 0

合　　計 3,874,000 3,906,200 32,200

分野 事　業　名 実施年数 予　算 決　算 差 備　考

防 地域防災リーダー育成事業 6年目 50,000 7,431 ▲ 42,569

福 認知症見守り声かけ模擬訓練事業 5年目 50,000 28,382 ▲ 21,618

福 子どもつなぐ事業 5年目 100,000 61,070 ▲ 38,930

福 子ども学習支援事業 １年目 100,000 65,639 ▲ 34,361

再 まちづくりTAKAOKAつなぐ事業 ２年目 900,000 771,482 ▲ 128,518

再 月知梅うめまつり事業 １3年目 300,000 55,000 ▲ 245,000 記録ビデオ作成のみ

再 去川大イチョウフェスティバル事業 １2年目 200,000 216,510 16,510

再 穆園ファミリーコンサート事業 12年目 174,000 130,255 ▲ 43,745

再 たかおか夏まつりエコクリーン活動事業 11年目 300,000 125,950 ▲ 174,050 チラシ作成のみ支出

再 高岡地域情報発信事業 6年目 700,000 593,604 ▲ 106,396

再 武家住宅魅力発信事業 １年目 250,000 192,174 ▲ 57,826

伝 天ケ城麓地区歴史的まちなみ文化ふれあい事業 11年目 150,000 84,068 ▲ 65,932

教 ふるさとふれあいバスツアー～文化財巡り～事業 11年目 150,000 96,197 ▲ 53,803

教 高岡歴史かるた交流大会事業 5年目 50,000 20,497 ▲ 29,503

他 高岡まちづくり委員会事務局運営事業 10年目 400,000 339,499 ▲ 60,501

防 災害時等積立事業 0 0

繰　越　金 0 1,118,442 0

合　　計 3,874,000 3,906,200 32,200

 



３　実施報告

［１］防犯・防災に係る事業

事 業 名 地域防災リーダー育成事業 実施年数 　6年目

事業期間  開始：　　平成２９年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

　基本目標
     １　ともに支えあい安心して暮らせるまち

　　    　防災、減災意識の向上

目　　的
（期待される効果）

　災害に関する理解を深め、災害時に積極的な支援活動ができるよう様々
な場合を想定し体験することで、防災に関する知識や技能を身につける。

事業内容・手段

（１）　地域防災リーダー育成講座の開催
　　　　会　　場：農村環境改善センター　　2階大研修室他
　　　　実施時期：６月２５日（土）9:30～12:00
　　　　内  　容：防災講座（高岡支所地域係防災コーディネーター）
　　　　　　　　　マンホールトイレ設置訓練
　　　　　　　　　防災用品の展示・組立（間仕切りテント）
　　　　参 加 者：２６人

事 業 費 　７,４３１円

対 象 者 高岡地域住民

年　度 令和4年度 令和3年度

一般参加者      １５人 ―       人

スタッフ     １１人 ―       人

合　計       ２６人 ―       人

住民の声（アン
ケートの結果等）

・知っていれば割合簡単に組み立てられるが、全く知らない場合は難しい
 と感じた。
・マンホールトイレがある場所を避難所として利用する場合は使えるかも
　しれないが、自分たちの身近な避難所はこのような施設がない。
・情報をいち早く得て、早めの避難を促すことが大切だと感じた。
・情報を得る手段やそれを伝達する手段が、高齢者が多いと不安に感じ
　る。スムーズにいけばよいが。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ｂ
広
報

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズの
把握

令和3年度に実施し
た防災へのアンケー
ト調査結果からも、
防災に対しての関心
度が高く、より工夫
を凝らした事業内容
が必要である。

⑤事業の周知

規模を縮小するた
めに今回はチラシ
や広報誌等の周知
を図らず、対象者
を限定しこちらか
ら参加のお願いを
した。

②住民の参加

今回はコロナウイル
ス感染症を考慮し、
自治公民館６支部か
ら１～２名の参加者
で実施した。次回は
各支部毎で開催した
い。

⑥課題解決へ
の作用

コロナの有無にか
かわらず不慮の災
害は可能性がある
ので、何らかの形
で実施していくこ
とが大切だと考え
る。

③地域まちづく
り推進委員会の
取組としての妥
当性

不慮の災害に対応
するため、今後と
も必要な事業であ
る。 ⑦住民の満足

度

全体で対応できな
い場合等、各自治
公民館単位での対
策を行う必要があ
る。

④各種団体との
連携

自治公民館や消防
団、行政、民生委
員等の幅の広い諸
機関との連携が必
要。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・人数を絞ってでも開催できて良かった。
・地区ごとの実情を踏まえたうえで、それぞれに適した避難訓練や図上訓練等が
　出来るとよいと思う。

＜地域協議会からの意見（令和4年4月・事業報告）＞

高岡の毎年自治公民館長が交代する状況を鑑みつつ、事業が
継続できるようしていただきたい。

＜意見への対応＞

高岡地区自治公民館連絡協議会の役員会、総会に出席し、事
業への協力依頼を行った。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［２］地域福祉に係る事業

事 業 名 認知症見守り声かけ模擬訓練事業 実施年数 　5年目

事業期間  開始：　　平成２９年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

　基本目標
     １　ともに支えあい安心して暮らせるまち

　　    　高齢者・障がい者のやりがい、生きがいの創造

目　　的
（期待される効果）

　認知症による徘徊高齢者の早期発見・保護の訓練を行い、地域全体で認
知症とその家族を支え、見守る環境を作り、「認知症になっても大丈
夫！」な地域を目指す。

事業内容・手段

（１）認知症見守り声かけ模擬訓練の開催
　　　会　　場：高岡地区農村環境改善センター及び総合支所構内
　　　実施時期：10月22日（土）
　　　内  　容：認知症サポーター養成講座
　　　　　　　  認知症見守り声かけ模擬訓練
　　　　　　　  意見交換会・まとめ
　　　参 加 者：３２名

事 業 費 　２８,３８２円

対 象 者 地域住民

年　度 令和4年度 令和3年度

一般参加者 ９人 ―       人

スタッフ ２３人 ―       人

合　計 ３２人 ―       人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

・他人事ではないと思った。
・各地区に見守り隊みたいなグループがあればいいと思った。
・日頃から常に意識をもって行動したいと思った。
・たくさんの気付きがあり勉強になった。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ｂ
広
報

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ｂ Ｂ

Ａ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズの
把握

令和3年度の福祉に
関するアンケート調
査結果及び今年度事
業後のアンケートも
参考にしながらさら
に充実した事業を実
施する。

⑤事業の周知

新型コロナ感染症
を考慮しながらの
実施だったので、
自治公民館6支部か
ら代表者を募り、
少人数での実施と
なった。

②住民の参加

大々的に参加を求
めることができな
かったので、自治
公民館６支部長に
協力をあおぎ、少
人数で実施した。

⑥課題解決へ
の作用

各種団体と連携し
て、小規模でも実
施し、あらゆる機
会を通して意識の
向上を図りたい。

③地域まちづく
り推進委員会の
取組としての妥
当性

地域で安心して暮
らせるために、必
要な事業であり、
まちづくり委員会
が取り組むべきと
考える。

⑦住民の満足
度

参加者は認識や理解
が深まったとの感想
があったので、でき
ればもっと広く一般
の方々にも、講義や
実地訓練を広めた
い。

④各種団体との
連携

高岡町内の自治公民
館６支部長の方々に
協力をあおいだ。ま
た、市の包括ケア、
消防団、支援専門員
の方々と連携を図っ
た。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・講義の内容が分かりやすかった。
・認知症役の方の演技がとてもリアリティーがあり、声かけ訓練が実際に対面し
　ているようなものとなった。
・一部の人だけでなく、対象者の幅を広げたい。

＜地域協議会からの意見（令和4年4月・業務報告）＞

声かけができない場合の対応についても考慮してほしい。

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［2］地域福祉に係る事業

事 業 名 子どもつなぐ事業 実施年数 　5年目

事業期間  開始：　平成３０年度  終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標

　１　ともに支えあい安心して暮らせるまち
　　　地域や子ども（学校）の連携強化

目　　的
（期待される効果）

　子どもたちの交流の場として、地域の歴史や必要な講座等を通して、人
と人とのコミュニケーション、地域への理解を深めることを目的とする。

事業内容・手段

（１）子どもつなぐ事業の開催
　　  おはなしの会実施
　　　会　　場：武家住宅
　　　実施時期：９月２５日（日）
　　　内　　容：読み聞かせ、防災の話
　　　場　　所：武家住宅
　　　参 加 者：２２名（保護者含む）

　　　高岡町にまつわる書道・絵画の募集
　　　去川大イチョウフェスティバルにて展示（書道２６点展示）

事 業 費 　６１，０７０円

対 象 者 高岡地域小学生・中学生

年　度 令和4年度 令和3年度

一般参加者 ２２人 ４５人

スタッフ ７人 １２人

合　計 ２９人 ５７人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ａ Ａ

Ｂ Ａ Ａ Ｂ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

コロナの影響により
小学校、中学校との
活動がうまくできな
かった。

⑤事業の周
知

始めは夏休み中に予
定しチラシを作った
が、コロナウイルス
感染者数の激増によ
り、9月に時期をずら
したため、全戸に知
らせることができ
ず、図書室に来た人
等への直接的なお知
らせにした。

②住民の参加

地元の小学生やその
保護者、兄弟等が参
加してくれた。 ⑥課題解決

への作用

年度初めに保育
園、小・中学校に
対して事業説明を
実施し、より多く
の事業構築に努め
たい。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

高岡の歴史的遺構であ
る武家住宅を活用し、
子どもたちにも広める
ことで、地元への関心
をさらに深めることが
できると考える。

⑦住民の満
足度

日頃武家住宅に足を
運ぶ機会がなかった
ので、今回初めて中
に入ることができた
人もいた。違った雰
囲気で良い等の声が
あった。

④各種団体と
の連携

武家住宅管理組合や
穆園お話の会等、他
団体との連携で事業
を行うことができ
た。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・武家住宅を活用することで、地域の歴史的文化財に触れることができた。
・９月という時期に合わせて防災の話もでき、意識付けになったと考える。

＜地域協議会からの意見（令和4年4月・事業報告）＞

・コロナ禍に対し、少人数による実施は良かった。
・子どもたちが「高岡」を訪れるよう、あらゆる場面を想
定した事業の展開を期待する。

＜意見への対応＞

町内の各種団体と連携した事業を実施した。

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



[４]地域再生に係る事業

事 業 名 まちづくりTAKAOKAつなぐ事業 実施年数 　２年目

事業期間  開始：　　令和３年度  終了：　なし

地域魅力発信
プランとの関連

　基本目標
     １　ともに支え合い安心して暮らせるまち
　 　２　産業と観光のまち

目　　的
（期待される効果）

　まちづくり委員会事務局を併設することで、より細かな住民サービスの
向上が図れる。

事業内容・手段

（１）　まちづくり委員会の事務局として、地域の情報発信基地として、
　　　　様々な活動を行う。
　　内容：①コミュニティスペースとしての活用
　　　　　　Wi-Fi活用による地域団体、個人、スポーツ少年団等による利
　　　　　　用促進のPR
　　　　　②災害拠点・備蓄基地としての活用（災害時等積立金の活用）
　　　　　③高岡を全体的にPRできる施設（観光案内的な）としての設置
　　　　　④広報誌やホームページ、フェイスブック等SNSの活用による情
　　　　　　報発信の更なる充実・強化

　　来場者：９３９名（一般：３６５名）
　　　　　　団体利用：団体３０回

事 業 費 　７７１，４８２円

対 象 者 高岡地域住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ３６５人 ３３０ 人

スタッフ 人 ０ 人

合　計 ３６５人 ３３０ 人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

・雨の中や寒い中、または暑い中、快適にバスを待つことができた。
・自宅で印刷ができなくて困っていたが、つなぐで印刷ができて助かっ
　た。
・スマートフォンの使い方を教えてもらった。
・食事の提供があるといいのに・・・という方もいた。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ａ
広
報

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズの
把握

休日及び夜間の貸
出を実施したり、
少しずつ地域の皆
様に利用しやすい
環境整備を実施し
た。

⑤事業の周知

全戸配布される広
報誌に掲載したり
事務局の前にポス
ターや看板を設置
したりして、周知
を図った。

②住民の参加

初めはどういう場所
かがなかなか浸透せ
ず、利用者が少な
かったが徐々に理解
をしてもらえるよう
になり、それととも
に利用者が増えてき
た。

⑥課題解決へ
の作用

少しずつではある
が認知度も高く
なってきた。しか
し、まだ敷居の高
い人もいるような
ので、理解を得ら
れる工夫が必要。

③地域まちづく
り推進委員会の
取組としての妥
当性

場所的に町の中心部
で立地条件がよいの
で、多くの地域住民
に気軽に利用しても
らえるような取り組
みを、まちづくり委
員会が行うのが妥当
と考えている。

⑦住民の満足
度

利用者や利用団体
が増えてきたが、
この場所での飲食
物提供や特産品等
の販売を望む声も
ある。

④各種団体との
連携

各種団体への積極的な
利用促進をPRしたが、
コロナの影響等で期待
通りの成果を得られな
かった。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・小会議の場として平日に限らず休日や夜間の利用も可能にした。
・バスや乗合タクシーを待つ時間に休憩してもらえるようお茶の飲み物を用意し
　たり、時刻表を掲示したりした。
・携帯電話やパソコン、プリンター等の使い方の相談にも応じるようにした。

＜地域協議会からの意見（令和４年３月・業務計画）＞

高岡地域の情報発信の拠点として、イベント等の企画による
集客や周知方法について、更に工夫してほしい。

＜意見への対応＞

広報誌、ＨP・ＦB等での紹介、Ｗi-Ｆi使用、パソコン利用
等のＰRを行い、一定の固定客の獲得ができ、幅広い年代の
集客ができた。高岡きずな号の待合所としての周知も広がっ
た。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
   その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合
　 は、次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



　
［４］地域再生に係る事業

事 業 名 月知梅うめまつり事業 実施年数 　１３年目

事業期間  開始：平成２２年度  終了：　なし

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
　３　産業と観光のまち

　　　魅力あふれる観光地・特産品のＰＲ

目　　的
（期待される効果）

   国指定天然記念物で、月知梅の開花時期に、地域住民の創意工夫によ
り特色を活かしたイベントを実施することで、地域の伝統ある資源を再
認識し高岡地域住民の連帯感を醸成していく。

事業内容・手段

（１）月知梅うめまつりの開催
　　　会　　場：月知梅公園
　　　実施時期：令和５年２月
　　　内　　容：地元保育園、小・中学生の絵画等の展示
　　　　　　　　保育園児の遊戯・ステージイベント、地元農産物の販
　　　　　　　　売・うどんの販売・ぜんざいの振舞いほか
　　　参加予定 ：１,５００人

　　※以上の予定だったが、新型コロナ感染症が以前終息しない事等を
　　　ふまえステージイベントや振舞いが中止となった。それに代わっ
　　　てドローン等を使用した撮影を行い、月知梅の記録動画を作成し
　　　た。また、梅の見物客が訪れる土・日にまちづくり委員会による
　　　ゴミ箱、高岡ガイドマップ配布コーナー設置を行った。

事 業 費 　５５，０００円

対 象 者 地域住民、宮崎市内外の市民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ―       人 ―       人

スタッフ ―       人 ―       人

合　計 ―       人 ―       人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

・高岡の名所としての知名度もある月知梅を見に来る人も多い。せっか
　くの宝を活用できないのは寂しい。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ
広
報

Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）
評価 評価

①地域ニーズの
把握

コロナ禍での事業
であるが、中止前
提で考えず、でき
る範囲での実施方
法を考える必要が
ある。

⑤事業の周知

イベントを中止す
ると決定していた
ので広く周知はし
なかった。

②住民の参加

実行委員会主体の
計画になっている
ため、公民館等地
元住民の参加がな
いように感じる。

⑥課題解決へ
の作用

実行委員会、地元
公民館、行政等と
連絡を密にしてよ
り良い事業展開を
行う必要がある。

③地域まちづく
り推進委員会の
取組としての妥
当性

高岡町の宝ともい
える月知梅を活用
した町の活性化を
図る事業を、まち
づくり委員会が、
地元公民館と協力
して取り組んでい
くことが望ましい
のではないかと考
える。

⑦住民の満足
度

月知梅を楽しみに
来られた方が多
く、何もないこと
には落胆されてい
た来場者を見かけ
た。

④各種団体との
連携

月知梅うめまつり
実行委員会や地元
公民館との連携が
ないと事業実施は
難しい。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞
・記録動画を作成し、天ケ城開門まつりの会場で上映できたことは良かった。

＜地域協議会からの意見（令和4年4月・実施報告）　

高岡地域内外に「高岡」を知っていただくうえで事業の
継続を望む。

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［４］地域再生に係る事業

事 業 名 去川大イチョウフェスティバル事業 実施年数 　１２年目

事業期間  開始：　　平成２３年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

　基本目標
     ３　産業と観光のまち

　　　　　魅力あふれる観光地・特産品のＰＲ

目　　的
（期待される効果）

　去川地区のシンボルである去川のイチョウ（国指定天然記念物）を中心
にフェスティバルを開催する。
　去川の史跡、去川関所跡、二見家住宅、二見家墓石群など文化・歴史を
再認識することで、郷土愛の醸成を図る。

事業内容・手段

（１）　去川大イチョウフェスティバルの開催
　　　　会　　場：去川大イチョウ広場周辺、二見家住宅、旧去川小学校

　　　　実施時期：１１月１９日（土）、２０（日）、２３（水・祝日）
　　　　　　　　　＊２３日は、警備及び駐車場整理のみ実施
　　　　内    容：旧去川小学校校舎の一部及び校庭等を利用しての
　　　　　　　　　地元小・中学生の書道作品・高岡歴史かるた原画の展
　　　　　　　　  示、地元野菜・お茶・パン・ハンドメイド品の販売
　　　　　　　　　二見家住宅での高岡歴史かるた実演

　　　　参加者：４５４人

事 業 費 　２１６,５１０円

対 象 者 高岡地域住民・宮崎市内外の来場者

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ３９３人 ―       人

スタッフ ６１人 ―       人

合　計 ４５４人 ―       人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

・町内に住んでいながら初めて参加してみた。来年も来てみたい。
・イチョウの色付きは年によって変わってくるから、今回はもう少し黄色
　くなっていたら良かったと思う。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ
広
報

Ｂ

Ａ Ｂ

Ａ Ａ

Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズの
把握

長年続いてきた大イ
チョウのイベントが全
く無くなるのは淋しい
ことだが、事業に関わ
る人自体が減ってきて
いることの難しさを地
域住民の方が感じてい
るのが理解できた。

⑤事業の周知

全戸配布の広報誌
で予告した。今回
はぎりぎりまで開
催が決定しなかっ
たので、チラシ配
布は行っていな
い。

②住民の参加

今回はイチョウの色付
きも遅く、また雨天続
きだったことや近郊の
イベントが同日に多く
重なっていたことも影
響し、例年に比べ人出
が少なかった。

⑥課題解決へ
の作用

実施期日、期間、
内容等の検討を行
い、より良い事
業、イベントを行
いたい。

③地域まちづく
り推進委員会の
取組としての妥
当性

地域の高齢化が進
み、負担が大きく
なってきている現状
を考えると、まちづ
くり委員会が中心に
なって取り組んでい
くのが妥当かもしれ
ない。

⑦住民の満足
度

今回のような内容
であれば大きな負
担なく参加できる
という声があっ
た。

④各種団体との
連携

地元去川公民館、高岡歴
史かるた会、歴史かるた
盛り上げ隊、地元業者の
方々、中山間もりあげ
隊、社協関係ボランティ
アの方々等、多方面団体
との連携を図ることがで
きた。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・一部の人に負担をかけないような内容にすることができた。
・旧去川小学校を借りることができたのは良かった。来年度も行うとしたら体育
　館も借りるとよいと思う。
・事業を複数日行うのは少し無理があるように感じた。予算もオーバーした。

＜地域協議会からの意見（令和５年５月・事業実施報告）＞

ボランティアのイベントへの関わり方を検討してほしい。
おもいやり駐車場について検討してほしい。

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
   その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合
　 は、次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［４ ］地域再生に係る事業

事 業 名 穆園ファミリーコンサート事業 実施年数 　１２年目

事業期間  開始：　　平成 ２３ 年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標

３　産業と観光のまち

　　高岡市街地の活性化

目　　的
（期待される効果）

　高岡地域で生の演奏に触れる機会が少ないため、いろいろなジャン
ルの演奏を聞いて豊かな感性を育てる。また、参加者の交流を目的と
する。

事業内容・手段

（１）穆園ファミリーコンサートの開催
　　　会　　場：高岡地区農村環境改善センター
　　　実施時期：１１月２６日（土）
　　　内　　容：コンサートの開催
　　　　　　　　まちづくり委員会、高木兼寛顕彰会の紹介
　　　参 加 者：１５２名

事 業 費 １３０,２５５円

対 象 者 地域住民及び近郊の市民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 １３３人 １０９人

スタッフ １９人 １４人

合　計 １５２人 １２３人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

・日頃あまり聴く機会のないジャズに触れられて良かった。
・楽しいひと時だった。
・コンサートを楽しみにしている。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

本格的なジャズコ
ンサートに触れあ
えて参加者も大い
に満足した、とい
う感想を多くも
らった。

⑤事業の周
知

自治公民館を通し
てチラシを全戸配
布した。広報誌で
も案内を載せた。

②住民の参加

旧高岡町内外から
コロナ禍の中でも
１００名を超す人
に参加してもらう
ことができた。

⑥課題解決
への作用

感染症拡大予防の
対策を取りながら
の公演だったが、
皆に楽しんでもら
えた。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

生の音楽を聴く機
会が少なくなって
いる状況で、感染
予防対策を取って
何とか事業を実施
していくことは、
住民の望みを叶え
ることになると考
える。

⑦住民の満
足度

昨年に引き続き実
施してもらえてよ
かったという声が
上がった。

④各種団体と
の連携

顕彰会と連携して
実施できた。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

昨年に引き続き新型コロナウイルス感染症拡大予防のために人数を少し控え
て客席数を制限する等の対策を取りながら実施することが出来た。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載しま
    す。その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になっ
    た場合は、次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［4 ］地域再生に係る事業

事 業 名 たかおか夏まつりエコクリーン活動事業 実施年数 　１１年目

事業期間  開始：平成24年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

   基本目標
      ３　産業と観光のまち
　　    　高岡市街地の活性化

目　　的
（期待される効果）

  高岡地域やまちづくり委員会に対する興味・関心を喚起するとともに
、まつりの安全、快適性の向上を図りながら、地域住民の積極的かつ自
発的な参加を促し、相互交流と連帯感を促進することを目的とする。

事業内容・手段

（１）　たかおか夏まつりの開催に伴うエコクリーン活動及び
　　　　ステージイベント
　　会　　場：高岡町中央ふれあい広場
　　実施時期：８月　前夜祭及び本祭
 　  内　　容：エコステーションの運営
　　　　　　　お楽しみ抽選会
　　　　　　　まちづくり委員会ＰＲ
　　参加予定：約２，５００名

　　※以上の予定だったが新型コロナウイルス感染拡大予防を考慮し夏
　　　まつり自体は中止となった。ただし、事前にポスター・チラシは
　　　既に印刷終了し配布済みだったため、その費用を計上した。

事 業 費 　１２５,９５０円

対 象 者 高岡地域住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ―       人 ―       人

スタッフ ―       人 ―       人

合　計 ―       人 ―       人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

・昨年に引き続き中止となって残念だった。

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

広
報

評価 評価

①地域ニー
ズの把握

⑤事業の周知

②住民の参
加

⑥課題解決へ
の作用

③地域まち
づくり推進
委員会の取
組としての
妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体
との連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載しま
    す。その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になっ
    た場合は、次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

地域協議会から
の意見への対応



［４］地域再生に係る事業

事 業 名 高岡地域情報発信事業 実施年数 　６年目

事業期間  開始：　　平成２９年度  終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
　３　産業と観光のまち

　　　魅力あふれる観光地・特産品のＰＲ

目　　的
（期待される効果）

　高岡町の地域イベント情報や特産物など、情報を発信し、高岡町のＰ
Ｒを行う。情報発信により団体の活発化を促し、高岡町全体の活発化を
図る。

事業内容・手段

（１）「わが町たかおか」の発行
　　　実施時期：通年
　　　部　　数：４,５００部×６回
　　　　　　　（Ａ４カラー×６ページ）

（２）ホームページやフェイスブック等による情報発信
　　　実施時期：通年
　　　内　　容：ホームページやフェイスブックによる高岡地域の情報
              　発信
　　　　　　　　（まちづくり委員会はじめ、各団体の活動紹介やイベ
　　　　　　　　　ント情報等）

事 業 費  ５９３，６０４円

対 象 者 高岡地域住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者        人 ―　人

スタッフ ３５人 ３５人

合　計 ３５人 ３５人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ｂ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズの
把握

高岡地域の行事予
定や団体活動、個
人の活動を知る手
段として、広報誌
だけでなくフェイ
スブックでの情報
発信の充実を図っ
た。

⑤事業の
周知

広報誌「わが町たかおか」
により、まちづくり委員会
の事業内容の紹介が出来
た。また、フェイスブック
での周知も行った。ホーム
ページについては、内容の
一部変更をすることがで
き、更新出来るようになっ
た。今後も、広報誌、フェ
イスブック、ホームページ
で積極的な周知を行ってい
く。

②住民の参加

広報誌「わが町た
かおか」で地域住
民の参加を得て新
たな情報発信を企
画した。

⑥課題解
決への作
用

高岡地域への関心を
よりもってもらえる
よう特集の内容を工
夫し、幅広く読んで
もらえる広報誌を目
指し作成、発行に取
り組んだ。

③地域まちづく
り推進委員会の
取組としての妥
当性

幅広い世代に関心を持っ
てもらえる広報誌を目指
し、取り上げる内容を工
夫しながら情報発信に努
めている。
また、他まちづくり委員
会へ広報誌を送付し、高
岡の情報発信に努めた。

⑦住民の
満足度

地元の名所等の紹
介を行い、高岡町
の魅力発信に貢献
した。

④各種団体との
連携

高岡地域の各団体
に情報を提供して
もらい、事業運営
に努めた。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・広報誌で取り上げる個人や団体に偏りが出ないよう考慮するようにした。
・高岡地域で頑張っている個人や団体等をなるべく広く紹介することで、地
  域への関心をより高められるように工夫した。
・ホームページの見直しを図り扱いやすくなったため、滞っていた更新がで
　きるようになった。

＜地域協議会からの意見（令和４年３月・業務計画）＞

広報誌「わが町たかおか」は、広く地域の方々に読んでいただ
けるよう、質の高い情報誌の発行に努めてほしい。

＜意見への対応＞

地域の団体の紹介、各公民館での活動状況等身近な話題を掲載
し、より地域に密着した広報誌作成に取り組んだ。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［６］伝統文化に係る事業

事 業 名 天ケ城麓地区歴史的まちなみ文化ふれあい事業 実施年数 　１１年目

事業期間  開始：　　平成２４年度  終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
　　２　地域資源を活かしたまち

　　　　歴史的まちなみの保存・活用

目　　的
（期待される効果）

　天ケ城麓地区に残る歴史的まちなみ（武家住宅、武家門）を活用して、
その歴史や先人の功績と庶民の地道な営みに感謝し、地域の貴重な財産と
しての認識を深めるとともに、住民の親睦と連帯を深め地域の活性化を図
る。

事業内容・手段

（１）天ケ城麓地区でのイベントの開催
　　　会　　場：武家住宅、武家門
　　　実施時期：10月16日（日）、11月3日（木）～6日（日）、11月5日
　　　　　　　　（土）
　　　内　　容：10月16日は麓のまちなみを歩こう会の実施
　　　　　　　　11月3日～6日までは、「秘蔵の書」一般公開
　　　　　　　　11月5日は住宅近郊の武家門スタンプラリーの実施
　　　参 加 者：歩こう会～１０名
　　　　　　　　秘蔵の書展～７５０名
　　　　　　　　スタンプラリー～５名

事 業 費 　８４,０６８円

対 象 者 高岡地域住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ７６５人 ７０人

スタッフ １０人 ３５人

合　計 ７７５人 １０５人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

・高岡の歴史ある一場面に触れることができたという感想をいただい
　た。
・貴重な物を鑑賞することができ、またその説明も詳しく聞くことが
　できたと、喜んでもらえた。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ａ Ａ

Ａ Ａ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズの
把握

文化祭と絡めた事
業ではなく、武家
住宅をメインとし
た、事業の再構築
が必要である。

⑤事業の周知

全戸配布の広報誌に
より周知を行った。
また、秘蔵の書公開
に関しては新聞社や
テレビ局等のメディ
アへの働きかけを
行った。

②住民の参加

武家住宅のイベン
トに絡め、地元小
中学生の作品を展
示する等の協力を
得ることができ
た。

⑥課題解決へ
の作用

天ケ城麓地区の
魅力を発信する
ため、他団体と
連携して事業を
再構築する必要
がある。

③地域まちづく
り推進委員会の
取組としての妥
当性

天ケ城麓地区の武
家住宅、武家門を
高岡町内外の方へ
魅力を発信でき
た。

⑦住民の満足
度

少しずつイベン
トの開催ができ
るようになり、
参加者の数も増
えてきた。遠方
からの見学者も
いて、喜ばれ
た。

④各種団体との
連携

武家住宅管理組合
や天ケ城歴史民俗
資料館と連携した
事業が実施でき
た。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・天気にも恵まれ健康的な歩こう会が実施できた。
・今回は特に著名人の自筆の書を展示することができ、たくさんの人に見て
　もらうことができた。
・特に武家住宅管理組合の方々の厚いご協力のもと実施することができ、あ
　りがたかった。

＜地域協議会からの意見（令和4年4月・事業報告）＞

「天ケ城開門さくらまつり」と連携できたら、更によかっ
たと考える。今後も他の事業と連携できる場合は活用して
いただきたい。

＜意見への対応＞

さくらまつりの際、まちづくり委員会のブースを設け、武
家住宅での事業内容のチラシ作成し、集客を行った。今後
とも他の事業と連携して事業を実施していく。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［7］地域教育に係る事業

事 業 名 ふるさとふれあいバスツアー～文化財巡り～事業 実施年数 　１１年目

事業期間  開始：平成２４年度  終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標

　　２　地域資源を活かしたまち

　　　　歴史的まちなみの保存・活用

目　　的
（期待される効果）

　特に小学生、中学生及び保護者を対象とした宮崎市及び高岡地域巡見を
実施し、歴史と伝統の風土の中に生き続ける高岡地域の文化振興を図ると
ともに、郷土に誇りを持った感性豊かな人材を育成することを目的とす
る。

事業内容・手段

（１）ふれあいバスツアーの開催
　　　実施時期：７月２３日（土）の予定だったが、新型コロナウイルス
　　　　　　　　感染者が激増していたため、10月１５日（土）に延期し
　　　　　　　　た。

　　　内　　容：穆佐城址及び高木兼寛生誕地、去川のイチョウ及び去川
　　　　　　　　関所御定番旧二見家住宅の見学等。

　　　参 加 者 ：３１人（高岡地域内小学生児童、保護者）

事 業 費 　９６，１９７円

対 象 者 高岡地域内小学生児童及び保護者

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者       ３１人 ―       人

スタッフ        １３人 ―       人

合　計       ４４人 ―       人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ
広
報

Ａ

Ａ Ｂ

Ａ Ａ

Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニー
ズの把握

ここ数年、新型コロナ
ウイルス感染症の影響
で中止が続き、当該事
業に関する認識が薄れ
ていたように感じた。

⑤事業の周
知

チラシだけでな
く、ＦBや各種団体
への声かけで積極
的な周知を行っ
た。

②住民の参
加

今まで対応してい
なかった各種団体
への参加もいただ
き、事業を行うこ
とが出来た。

⑥課題解決
への作用

気候、学校行事、
地域の行事やイベ
ント等を充分検討
したうえで行いた
い。内容の更なる
充実を図って行き
たい。

③地域まち
づくり推進
委員会の取
組としての
妥当性

歴史ある高岡地区
の遺跡や遺構等に
ついて、子どもた
ちへの関心を高め
るためにも、この
取り組みはまちづ
くり委員会がおこ
なっていくべきだ
と考える。

⑦住民の満
足度

普段あまり足を踏
み入れない場所に
ガイド付きで見学
をすることができ
て良かったという
声が聞かれた。

④各種団体
との連携

高木兼寛顕彰会や
穆佐城ボランティ
アガイドの方々と
の連携をお願いし
事業を計画・実施
することができ
た。

事業継続の必要性 有　・　無

〈良かった点や改善した点等〉

・時期としては夏休み当初の方がいいのかもしれないが、近年の暑さを考慮す
　ると、時期を秋にずらして良かったのかもしれない。熱中症の心配がある。
・小・中学校へのチラシ配布での募集だけでなく、子ども会、スポーツ少年団
　等幅広い募集を行った。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載しま
     す。その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になっ
     た場合は、次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［７］地域教育に係る事業

事 業 名 高岡歴史かるた交流大会事業 実施年数 　５年目

事業期間  開始：　　平成３０年度  終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標

　　２　地域資源を活かしたまち

　　　　地域文化継承活動の充実

目　　的
（期待される効果）

　「かるた」という伝承遊びを通して、老若男女誰もが高岡の歴史に楽
しく触れることで郷土愛を育む。

事業内容・手段

（１）「高岡歴史かるた」を使ってのかるた交流大会の開催

　　　会　　場：武家住宅
　　　実施時期：令和５年２月４日（土）
　　　内　　容：「高岡歴史かるた」を使ってのかるた交流大会
　　　　　　　　去川大イチョウフェスティバルでのかるたの実演及び展示の実施

　　　参 加 者 ：２５人

事 業 費 　２０，４９７円

対 象 者 高岡地域住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者    １４ 人 ―       人

スタッフ  １１ 人 ―       人

合　計 ２５ 人 ―       人

住民の声（アン
ケートの結果等）

・初めて参加したが、難しかったけど楽しかった。
　また参加してもいいなと思った。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ
広
報

Ｂ

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

各公民館に歴史か
るたを1個ずつ配
布しているが、や
り方がわからない
等で活用されてい
ない状況である。
各公民館と連携を
取り、使用方法等
の周知を図りた
い。

⑤事業の周
知

チラシを作り、各
公民館の班回覧と
して配布しても
らった。高岡図書
室にもチラシを置
き声かけ等もして
もらった。

②住民の参加

人数は少なかった
が穆佐小学校、高
岡小学校、高岡中
学校から参加して
もらうことができ
た。

⑥課題解決
への作用

小・中学生だけで
はなく、広く一般
の方に競技方法等
の周知を実施して
いきたい。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

高岡の歴史に触れ
る良い機会とし
て、今後も継続し
ていきたい。

⑦住民の満
足度

高岡の歴史に触れ
る良い機会とし
て、今後も継続し
ていきたい。

④各種団体と
の連携

「高岡歴史かる
た」の会とまちづ
くり委員会が連携
してかるた大会を
計画した。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・昨年は新型コロナウイルス感染症拡大予防のため事業自体を中止にしたが、
　今年は対策を取りながら、事業ができるような計画にした。
・会場が当初の予定より変更になり武家住宅となったが、逆に趣があり良かっ
　た。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

※「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載しま
     す。その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』にな
     った場合は、次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

地域協議会から
の意見への対応



［８］その他の事業

事 業 名 高岡まちづくり委員会事務局運営事業 実施年数 　１０年目

事業期間  開始：　　平成２５年度  終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標

　　１　ともに支えあい、安心して暮らせるまち

目　　的
（期待される効果）

　高岡まちづくり委員会の円滑な運営を行う。

事業内容・手段

（１）高岡まちづくり委員会における会議、事業等に係る業務
　　　内　　容：定期総会はじめ役員会や各専門部会の資料作成及び
                出席
　　　　　　　　各事業に関わる書類作成及び準備等
（２）申請書、実績報告書等の作成業務
　　　内　　容：事業計画書、事業実施報告書等事業の運営に係る書
               類作成及び提出、事務局の運営に伴う書類作成及び
               手続き等
（３）会計に関する業務
　　　内　　容：地域コミュニティ活動交付金活用事業に関する支払
　　　　　　　　い
　　　　　　　　地域まちづくり事務局運営補助金に関する支払い
　（１）（２）（３）実施時期：通年
　　※TAKAOKAつなぐの利用促進のPR

事 業 費 　３３９,４９９円

対 象 者

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ―       人 ―       人

スタッフ ―       人 ―       人

合　計 ―       人 ―       人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ａ
広
報

Ｂ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ｂ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズの
把握

事務局の「ＴＡＫＡＯ
ＫＡつなぐ」への移転2
年目ということで、Ｆ
Ｂ・広報誌等でまちづ
くり委員会の活動を積
極的に実施したが、ま
だまだまちづくりへの
理解が深まっていない
ように感じる。

⑤事業の周知

広報誌「わが町たか
おか」、フェイス
ブックにより、まち
づくり委員会の事業
内容の紹介が出来
た。今後更にホーム
ページの充実を図り
たい。

②住民の参加

より多くの住民の方
にまちづくり委員会
の事業内容を周知で
きるよう工夫を行
う。また地域住民の
意見を取り入れらる
ような体制を取り入
れる。

⑥課題解決へ
の作用

各種会議の運営が円
滑にできた。
事業の中止もあった
が、できることをや
ろうという考えの
元、事業運営に努め
た。

③地域まちづく
り推進委員会の
取組としての妥
当性

今後も高岡のま
ちづくり活動を
推進し、委員会
部会内の情報共
有、意思統一に
努めたい。

⑦住民の満足
度

今年もまだ新型コロナ感
染症の影響が大きく、で
きない事業があったの
で、住民の十分な満足感
は得られなかったかもし
れないが、できることを
やっていこうという姿勢
は伝わったと考える。

④各種団体との
連携

各部会で活動報
告を行い、地域
協議会や各種団
体から出た意見
を基に前向きに
取り組んだ。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

地域協議会と連携して、今後のまちづくり委員会、事務局の方向性を協議
した。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

※「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載しま
     す。その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』にな
　 った場合は、次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

地域協議会から
の意見への対応



［４］地域再生に係る事業

事 業 名 災害時等積立事業 実施年数 　１１年目

事業期間  開始：　　平成２４年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

　基本目標
     １　ともに支えあい安心して暮らせるまち

目　　的
（期待される効果）

　高岡まちづくり委員会災害時等積立基金を活用し、地域における風水害
等の不測の事態に対する災害支援活動に備え、必要な備品を計画的に購入
し、整備する。

事業内容・手段

（１）　エアーベッドの購入
　　　　災害時等積立基金全体事業に則り、令和４年度「エアーベッド」
　　　　を購入する。まちづくり委員会に保管し、不測の事態に対しての
　　　　害支援活動として活用する。
　　　エアーベッド　　@　円　×　３０個
（２）長期保存ご飯パックの購入
　　　災害時等積立金全体事業計画に則り、令和４を年度「長期保存ご飯
　　　ック」を購入する。まちづくり委員会に保存し、不測の事態に対し
　　　ての災害支援活動として活用する。
　　　　ご飯パック　　@　円×　個
※以上の計画だったが、まちづくり委員会所有のテントが保管されている
倉庫の取り壊し計画が持ち上がり、新たな保管場所（倉庫）が必要になっ
たため、本予算を基に次年度に倉庫を確保することになった。

事 業 費 ０円

対 象 者 高岡地域住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ―       人 ―       人

スタッフ ―       人 ―       人

合　計 ―       人 ―       人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ
広
報

Ｂ

Ｂ Ａ

Ａ Ａ

Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズの
把握

昨年度実施した防
災アンケート結果
から防災に関する
意識は強いものが
あり、それにこた
えるような事業展
開が必要である。

⑤事業の周知

まちづくり委員会が
どのような防災に関
する事業、備蓄品を
持っているかほとん
ど周知できない状況
のため積極的な周知
を行っていきたい。

②住民の参加

まちづくり委員会
がどのような備蓄
品を持っているか
ほとんど周知でき
ない状況のため積
極的な周知を行っ
ていきたい。

⑥課題解決へ
の作用

災害時における災
害弱者への支援を
効果的に行う。保
管場所の効果的な
対応を行う。

③地域まちづく
り推進委員会の
取組としての妥
当性

災害時の必需品と
して食料品をはじ
めとする備蓄品は
必要である。

⑦住民の満足
度

計画的に災害備蓄
品を充実させるこ
とで、多くの住民
の安心を得ること
が出来る。

④各種団体との
連携

行政や消防団、自
治公民館連絡協議
会との連携が、今
後、必要である。 事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

＜地域協議会からの意見（令和4年4月・業務報告）＞

・備蓄品の保存場所を明確にすべきであり、防災グッズの提
供を受ける際のフローチャートの作成が必要である。
・あらゆる場所で、実物展示や啓発活動が必要である。

＜意見への対応＞

・行政と協議し、備蓄品の保管場所を検討。事務所移転時に
対応予定。
・公民館の防災訓練時、まちづくり委員会事業開催時等に展
示を実施。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
   その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合
　 は、次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



[４]地域再生に係る事業

事 業 名 武家住宅魅力発信事業 実施年数 　１年目

事業期間  開始：　　令和４年度  終了：　なし

地域魅力発信
プランとの関連

　基本目標
    ３　産業と観光のまち
　　　　高岡市街地の活性化

目　　的
（期待される効果）

武家住宅において高岡地域の特産品であるお茶やスイーツなどの食を中
心としたイベントを開催し、ＳＮＳ等で高岡の魅力を効果的に発信する
とともに、高岡市街地の活性化のための武家住宅の新たな活用方法の可
能性を探る。

事業内容・手段

（１）　武家住宅での高岡地域の食を中心としたイベント
　　　　会　　場：武家住宅及び庭園内
　　　　実施時期：３月初旬
　　　　内　　容：①お茶やスイーツなどの販売、ふるまい
　　　　　　　　　②ＳＮＳ等による戦略的な情報発信
　　　　　　　　　③音楽ライブ演奏
　　　　参 加 者:地域内外住民　　約１,５００名

事 業 費 　１９２,１７４円

対 象 者 高岡地域住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 １,５００人 ― 人

スタッフ ２０人 ― 人

合　計 １，５２０人 ―人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

・町内のいろいろな業者さんが販売している商品を1ヶ所で購入出来て良
　かった。
・武家住宅に初めて入った。こんないいところがあったんだと分かっ
   た。
・生の音楽も心地よかった。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ
広
報

Ａ

Ａ Ｂ

Ａ Ａ

Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

コロナ禍の中様々
な事業が中止とな
り、まちが沈静化
する中、このよう
な事業を実施でき
たことは、地域の
活性化に大いにつ
ながった。

⑤事業の周知

チラシ、ポスター
での周知に加え、
宮崎市広報誌・Ｈ
Pでの周知、イン
スタやフェイス
ブックのSNSによ
る広報活動を行っ
た。

②住民の参加

高岡町内の飲食
店や小物製作者
の参加をいただ
き、高岡町のＰR
につながった。

⑥課題解決へ
の作用

今回は、宮崎市の全
面協力で実施できた
が、今後は市の協力
を仰ぎつつ、まちづ
くり委員会が主体と
なった事業展開が必
要である。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

今回、初めての取
り組みではあった
が、地域活性化の
面から非常に貴重
な事業展開であっ
た。

⑦住民の満足
度

1,500人もの来場者
があり、会場である
武家住宅に初めて来
られた方もあり、大
いに満足してもらえ
た。

④各種団体と
の連携

宮崎市をはじめ、
地域協議会、地元
商工会等連携し有
意義な事業となっ
た。

事業継続の必要性 有　・　無

〈よかった点や改善した点等〉

・町内の業者さんを中心に展開できたのは良かった。
・SNSを活用した周知方法は若い世代に有効だった。
・SNSを利用しない人向けの周知方法を検討することが必要。

＜地域協議会からの意見（令和4年10月・事業計画変更）＞

発信方法が新たな取り組みであり、他の事業にも影響しま
すので、細かい分析を行い、今後の事業展開に生かしてく
ださい。

＜意見への対応＞

従来の広報誌、ＨＰ、ＦＢだけの発信でなく、新たにイン
スタグラムでの発信も行い、今後の発信方法の手段として
活用していきたい。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
   その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合
　 は、次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



[２]地域福祉に係る事業

事 業 名 子ども学習支援事業 実施年数 　１年目

事業期間  開始：　　令和４年度  終了：　なし

地域魅力発信
プランとの関連

　基本目標
    １　　 ともに支えあい安心して暮らせるまち
           地域や子ども（学校）の連携

目　　的
（期待される効果）

地域の小学生の学習支援を目的とし、地域の子どもと大人との縦・横の
つながりを大切にする居場所づくりを構築する。

事業内容・手段

（１）高岡町内の小学生を対象に、公共施設等を利用し、1回/月を目標
　　　に高岡町内の各種団体と協働して、学習支援を実施する。

　　会　　場：宮崎市農業団地センター
　　実施時期：令和４年１２月２６日、２７日、令和５年１月２１日、
　　　　　　　２月１８日、３月２７日
　　内　　容：学習支援
　　参 加 者：穆佐小学校・高岡小学校３～６年生　児童５６名
              １２月２６日　　１６名　　１２月２７日　１７名
　　　　　　　１月２１日　　    ７名　　　２月１８日　　８名
　　　　　　　３月２７日　　　　８名

事 業 費 　６５，６３９円

対 象 者 高岡地域住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ５６人 ― 人

スタッフ １７人 ― 人

合　計 ７３人 ―人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

・友達と一緒に学習できて良かった。
・また参加したいと思った。
・土曜日は習い事等があり参加しづらいので、長期休業中の平日実施は
　ありがたいという声があった。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ
広
報

Ａ

Ａ Ａ

Ａ Ａ

Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズの
把握

以前PTA役員や学
校関係者と話をし
ている時に、学力
向上のためにでき
ることはないかと
いう話が出てお
り、今回の事業に
つながった。

⑤事業の周知

小学校の３年生以
上全児童にチラシ
を配布した。ＦB
等での周知も行っ
た。

②住民の参加

３年生以上の児童が
参加してくれた。ま
た、宮日新聞の取材
も受け、周知が広
がった。

⑥課題解決へ
の作用

できれば月に1回
は継続して事業を
行っていきたい。
今回は主に穆佐小
校区で実施した
が、高岡小校区で
も継続して行える
ようにしたい。

③地域まちづく
り推進委員会の
取組としての妥
当性

地域の子どもたちの居
場所づくりを行うとと
もに、学習への興味・
関心を高める機会にな
れれば、まちづくり委
員会が携わる意義が高
まるだろう。

⑦住民の満足
度

とても良い機会
になったと喜ん
でもらうことが
できた。

④各種団体との
連携

小学校管理職の方に
直接説明をし理解を
得ることができた。
また地域在住や地域
にゆかりのある元教
員の方にも協力を得
ることができた。

事業継続の必要性 有　・　無

〈よかった点や改善した点等〉

・小学生が自力で来れる場所だったので保護者の負担をかけることなく実施
　できた。
・今回は初めての試みで穆佐小学校校区のみの事業だったが、高岡小学校校
　区での実施も計画していきたい。

＜地域協議会からの意見（令和4年10月・事業計画変更）＞

着実に実行して目的を達成してください。

＜意見への対応＞

各小学校と連携を取り、計画通りの事業展開ができた。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
   その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合
　 は、次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　高岡地域自治区　　　　　　　

　　　　　高岡まちづくり推進委員会

事　業　名 地域防災リーダー育成事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 50,000 

２

３

４ 合計（Ａ） 50,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

４ 需用費 6,927 
消耗品費　　　　　　　　　3,557円
（ラベル用紙・クリップ）
食糧費（お茶）　　　　　　3,370円

５ 役務費 504 通信運搬費　　　　　504円

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 7,431 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 42,569 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　高岡地域自治区　　　　　　　

　　　　　高岡まちづくり推進委員会

事　業　名 認知症見守り声かけ模擬訓練事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 50,000 

２

３

４ 合計（Ａ） 50,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

４ 需用費 27,878 
　消耗品費　　　　27,878円
（インク・コピー用紙）

５ 役務費 504 通信運搬費　　　 504円

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 28,382 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 21,618 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　高岡地域自治区　　　　　　　

　　　　　高岡まちづくり推進委員会

事　業　名 子どもつなぐ事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 100,000 

２

３

４ 合計（Ａ） 100,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費 5,000 謝礼

３ 旅費

４ 需用費 56,070 

食糧費（参加賞お菓子）　4,500円
消耗品　　　　　　　　　14,170円
（コピー用紙、テプラテープ）
消耗品費　　　　　　　　37,400円
（色鉛筆、蛍光ペン等）

５ 役務費

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 61,070 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 38,930 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　高岡地域自治区　　　　　　　

　　　　　高岡まちづくり推進委員会

事　業　名 まちづくりTAKAOKAつなぐ事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 159,000 

２ 繰越金 740,760 

３ その他 240 

４ 合計（Ａ） 900,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

４ 需用費 166,482 共益費　5,000円×11ケ月
電気料4月分～3月分　111,482円

５ 役務費

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料 605,000 家賃　　55,000円×11ケ月

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 771,482 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 128,518 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　高岡地域自治区　　　　　　　

　　　　　高岡まちづくり推進委員会

事　業　名 月知梅うめまつり事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 300,000 

２

３

４ 合計（Ａ） 300,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

４ 需用費

５ 役務費

６ 委託料 55,000 記録ビデオ作成

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 55,000 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 245,000 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　　　　　高岡地域自治区　　　　　　　

　　　　　高岡まちづくり推進委員会

事　業　名 去川大イチョウフェスティバル事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 200,000 

２

３

４ 合計（Ａ） 200,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

４ 需用費 68,958 

消耗品費　　　　26,593円
（ゴム印・スタンプ台・
テプラテープ・ライン用石灰）

食糧費
（弁当・お茶　3日分）
　　　　　　 　  42,365円

５ 役務費 5,344 

手数料
（土地謄本代）　 1,050円
（収入証紙）　　 2,400円
（振込手数料）　　 550円
通信運搬費
（書類郵送代）　 1,344円

６ 委託料 123,200 警備費用

７ 使用料及び賃借料 19,008 レンタカー代

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 216,510 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） -16,510 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　　　　　高岡地域自治区　　　　　　　

　　　　　高岡まちづくり委員会

事　業　名 穆園ファミリーコンサート事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 174,000 

２

３

４ 合計（Ａ） 174,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費 40,000 演奏者謝礼10,000円×4名分

３ 旅費

４ 需用費 40,255 

印刷製本費（チラシ）　 8,080円
消耗品費　　　　　　　10,138円
（チラシ用紙・看板・靴入れ袋）
食糧費　　　　　　　　22,037円
（弁当550円×30名、茶菓子、お茶）

５ 役務費

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料 50,000 音響機材費　　　50,000円

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 130,255 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 43,745 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　高岡地域自治区　　　　　　　

　　　　　高岡まちづくり委員会

事　業　名 たかおか夏まつりエコクリーン活動事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 300,000 

２

３

４ 合計（Ａ） 300,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

４ 需用費 125,400 
印刷製本費
（ポスター・チラシ）
                125,400円

５ 役務費 550 手数料（振込手数料）550円

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 125,950 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 174,050 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　高岡地域自治区　　　　　　　

　　　　　高岡まちづくり委員会

事　業　名 高岡地域情報発信事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 544,000 

２ 繰越金 156,000 

３

４ 合計（Ａ） 700,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

４ 需用費 539,154 

（印刷製本費）
  81,774円×5＝408,870円
 130,284円×1＝130,284円

５ 役務費 550 手数料

６ 委託料 53,900 
サーバードメイン保守管理費
20,900円
ホームページ管理費　33,000円

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 593,604 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 106,396 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　高岡地域自治区　　　　　　　

　　　　　高岡まちづくり委員会

事　業　名 天ケ城麓地区歴史的まちなみ文化ふれあい事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 150,000 

２

３

４ 合計（Ａ） 150,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

４ 需用費 83,958 

消耗品費
（インクカートリッジ）
　　　　　　　　36,980円
（記念品）　　　34,848円
食糧費
（弁当代・4日分）12,130円

５ 役務費 110 手数料

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 84,068 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 65,932 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　高岡地域自治区　　　　　　　

　　　　　高岡まちづくり委員会

事　業　名 ふるさとふれあいバスツアー～文化財巡り～事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 150,000 

２

３

４ 合計（Ａ） 150,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

４ 需用費 17,162 
食糧費（軽食・お茶）
                17,162円

５ 役務費 2,035 
保険料           1,485円
手数料             550円

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料 77,000 バス使用料      77,000円

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 96,197 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 53,803 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　高岡地域自治区　　　　　　　

　　　　　高岡まちづくり委員会

事　業　名 高岡歴史かるた交流大会事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 50,000 

２

３

４ 合計（Ａ） 50,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費 10,000 高岡歴史かるた会　謝礼

３ 旅費

４ 需用費 10,497 

食糧費
（調理パン・弁当）　9,507円
消耗品費　　　 　　　990円

５ 役務費

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 20,497 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 29,503 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　高岡地域自治区　　　　　　　

　　　　　高岡まちづくり委員会

事　業　名 高岡まちづくり委員会事務局運営事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 251,000 

２ 繰越金 149,000 

３

４ 合計（Ａ） 400,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費 30,000 費用弁償　　3,000円×10名

４ 需用費 53,541 
消耗品費（事務用品、会議用紙等）
　　　　　　　　　　　　44,442円
食糧費（会議用お茶）　　 9,099円

５ 役務費 173,491 

通信運搬費
（電話・インターネット）105,238円
（郵送・切手）　　　　　21,313円
手数料（振込手数料等）　34,870円
保険料　　　　　　　　　12,070円

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料 25,410 フロアマット、モップ

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費 11,000 Wi-Fiルーター代

１１ 手当 46,057 事務局員時間外手当

１２ 合計（Ｂ） 339,499 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 60,501 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　　　　　　　高岡地域自治区　　　　　　　

　　　　　高岡まちづくり委員会

事　業　名 災害時等積立事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 0 

２ 繰越金 0 

３ 災害時等積立取崩金 0 

４ 合計（Ａ） 0 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

４ 需用費

５ 役務費

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 0 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　高岡地域自治区　　　　　　　

　　　　　高岡まちづくり委員会

事　業　名 武家住宅魅力発信事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 250,000 

２

３

４ 合計（Ａ） 250,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費 30,000 出演料　10,000円×3名分

３ 旅費

４ 需用費 24,674 

印刷製本費　　　12,650円
食糧費
（飲物・弁当）　11,584円
消耗品費　　　　　440円

５ 役務費

６ 委託料 110,000 企画広報費

７ 使用料及び賃借料 27,500 冷蔵ケースレンタル

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 192,174 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 57,826 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　高岡地域自治区　　　　　　　

　　　　　高岡まちづくり委員会

事　業　名 子ども学習支援事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 100,000 

２

３

４ 合計（Ａ） 100,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費 40,000 
謝礼（計5日間分）
2,000円×2h×10人＝40,000円

３ 旅費

４ 需用費 25,639 食糧費（調理パン、飲み物）

５ 役務費

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 65,639 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 34,361 



積 立 金 管 理 状 況 報 告 書

高岡地域自治区

高岡まちづくり委員会

積立金の収支 （単位：円）

＊令和４年度エアーベッド、長期保存ご飯パックの購入予定であったが、まちづくり委

員会所有テント等が保管されている倉庫が令和５年度に取壊し予定（日時未定）のた

め、新たな保管場所が必要となったため、本予算をもとに令和５年度に倉庫（コンテ

ナ倉庫）を確保することとした。

積立金名称 災害時等積立事業

番号 項 目 金 額 備 考

１ 前年度までの積立額 587,720
２ 積立額 4 預金利息

３ 取崩額 4 交付金口座へ移管

４ 合 計 587,720

（様式第８号）



宮崎市地域コミュニティ活動交付金繰越届出書

令和５年 ５月２２日

宮 崎 市 長 殿

主たる事務所の所在地 宮崎市高岡内山２８８７番地

名 称 高岡町づくり委員会

代 表 者 の 氏 名 委員長 重 信 美 香

電 話 番 号 ７２－８８３７

令和４年１０月２８日付で交付決定のありました地域コミュニティ活動交付金

については、決算において１,１１８、４４２円の残金があり、繰越金として次年
度の会計へ繰り越しますので届け出ます。

添 付 書 類

令和５年度収支決算書

（様式第 10号）



（様式第８号）

令和５年　５月１５日

令和４年度 高岡地域まちづくり委員会への意見書［事業実施報告］

高岡地域自治区地域協議会

会長　畑 中　政 明      

　令和４年度の高岡地域自治区の地域まちづくり事業実施報告及び収支決算について、事業
計画及び収支予算に沿って適正に執行されていましたので、承認いたします。なお、承認に
際し、下記の意見がありましたので、対応を検討いただきますようお願いいたします。

記

１  総括

　新型コロナウイルスの影響で中止を余儀なくされた事業もありましたが、計画に沿って適
正に運営されていました。高岡の歴史的資源を十分に活かした事業展開をお願いします。

２  事業の推進体制

　　　特になし

３　各事業への意見（意見のある事業のみ記載）

事業名 意見

去川大イチョウフェスティ
バル事業

・ボランティアのイベントへの関わり方を検討して欲しい。
・おもいやり駐車場について検討して欲しい。

４　その他

　　　特になし


